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米
公
文
書
に
事
実
を
尋
ね

旧

日
本
軍
が

行

っ
た
海
外

で
の
議

響
活
動
を
研
究
す
る

山
本
武
利

・
早
稲
田
大
名
誉
教
授
（
７６
）
が
ヽ
中
国
人
女
性
を

使

っ
た
工
作
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
精
力
的
な
調
査

を
続
け
て
い
る
。
昨
年
１１
月
に
は
、
近
年
の
主
要
な
論
文
を

ま
と
め
た

『
日
本
の
イ

ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
エ
作
』
（
新
曜
社
）

も
刊
行
し
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
前
田
啓
介
）

山
本
さ
ん
は
１
９
９
７
年
、
　

央
情
報
局

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
前
身
。

米
国
立
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ

　

報
告
書
は
、
中
国
南
部
の
都
市

て
い
た
資
料
の
中
か
ら
、
米
軍

　

。
昆
明

で
活
動
し
た
日
本
側
の

の
諜
報
機
関
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
戦
略
諜

　

中
国
人
女
性
ス
パ
イ
に
対
す
る

報
局
）
が
、
４４
年
１１
月
か
ら
終

　

国
民
党
軍
の
尋
間
状
況
や
、
○

戦
直
前
ま
で
に
作
成
し
た
報
告

　

Ｓ
Ｓ
が
独
自
に
収
集
し
た
情
報

書
を
発
見
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
中

　

を
ま
と
め
た
も
の
だ

っ
た
。

約
１
０
０
が
か
ら
な
る
報
告

書
に
は
、

ス
パ
イ
を
意
味
す
る

「
８

０
ざ
い
”
的
ｏ

（
エ
ス
ピ
オ

ナ
ー
ジ
）
」
と
の
表
記
が
散
見

さ
れ
た
。
諜
報
対
象
と
し
て
は
、

米

軍

将

兵

の
数

や

住

居

の

位

置
、
中
国
に
展
開
す
る
米
軍
の

各
部
隊
の
連
絡
方
法
な
ど
１２
項

目
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

ス
パ
イ

に
さ
れ
た
の
は
女
優

や
ダ

ン
サ
ー
ら
で
、

「
中
国
東

部

で
訓
練
さ
れ
た
１
０
０
人
の

工
作

員

が

昆

明

に
送

り

込

ま

れ
、
そ
の
大
半
は
女
性
で
あ

っ

た
」
と
の
記
述
も
あ

っ
た
。

さ
ら
に
具
体
的
な
活
動
内
容

に
も
言
及
。
国
民
党
軍

で
速
記

者
と
し
て
働
い
て
い
た
あ
る
女

性
は
、
給
食
係
な
ど
か
ら
、
米

軍
将
校
の
名
前
や
宿
舎
の
部
屋

番
号
な
ど
を
入
手
し
よ
う
と
し

た
と
書
か
れ

て
い
た
。

報

告

書

が

作

成

さ

れ

た

の

は
、
昆
明
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
本
部
を

構
え
た
米
軍
が

「
お
ひ
ざ
元
で

の
諜
報
活
動
に
神
経
を
と
が
ら

せ
て
い
た
」
こ
と
も
あ
る
か
ら

だ
と
い
う
。
実
は
、
そ
れ
以
前

に
昆
明
に
近
ぃ
樹
槻
で
も
ヽ
日

本
軍
が
女
性
ス
パ
イ
を
使

っ
て

米
軍
情
報
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
た
の
だ
。

た
だ
、
昆
明
で
の
日
本
側
の

工
作
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
報

告
書
に
は
記
載
が
な
い
。
山
本

さ
ん
は

「戦
争
末
期
、
武
力
で

勝
利
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
日
本
が
苦
肉
の
策
と
し
て
取

っ
た
手
法
だ
っ
た
の
で
は
」
と

み
て
い
る
。

山本さんが入手 した、中国人女性を使 っ

た工作について書かれた OSSの 報告書

旧日本軍の諜報活動研究
二"ヽ
デ||

「資料を探す嗅覚があ

るのかも しれない。今

も意 欲 は 衰 え て い な

い」 と話す山本さん

「日本のインテリジェンスエ作J 山本武利さん

一
次
資
料
を
冷
徹
に
分
析

『
日
本
の
イ

ン
テ
リ
ジ

ェ
ン

ス
エ
作
』
に
収
録
さ
れ
た
論
文

の
基
に
な

っ
た
資
料
は
、
主
に

山
本
さ
ん
が
国
内
外
の
公
文
書

館
な
ど
で
見

つ
け
た
貴
重
な

一

次
資
料
だ
。

山
本
さ
ん
は
、
１
９
９
０
年

代
後
半
、
米
国
立
公
文
書
館

で

公
開
が
始
ま

っ
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
資

料
に
接
し
た
。
メ
デ

ィ
ア
史
が

専
門
の
山
本
さ
ん
は
、
戦
後
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）

が
日
本
で
行

っ
た
検
閲
を
調

べ

て
い
た
が
、

「
イ

ン
テ
リ
ジ

ェ

ン
ス
エ
作
（
諜
報

・
宣
伝
活
動
）

を
知
ら
ず
に
検
閲
は
理
解

で
き

な
い
」
と
研
究
を
始
め
た
。

当
初
は
周
り
か
ら

「
ス
パ
イ

の
研
究
を
始
め
た
」
と
静
榊
さ

れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、

「
そ

の
時

々
で
わ
き
上
が
る
関
心
に

従
い
、
地
道
に
手
あ
か
の

つ
い

て
い
な
い
資
料
を
探
索
し
た
」

と
振
り
返
る
。

例
え
ば
、
戦
前
の
日
本
の
諜

報
活
動
を
支
え
た
陸
軍
中
野
学

校
に

つ
い
て
は
、
関
連
文
書
が

終
戦
後
に
焼
却
さ
れ
、
営
魏
は

不
明
だ

っ
た
。
し
か
し
、
山
本

さ
ん
は
２
０
１
１
年
、
国
立
公

文
書
館

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー

（
東
京
）
で
、
同
校
の
設

立
理
由
や
授
業
科
目
な
ど
を
示

す
資
料
数
十
点
を
発
見
し
、
実

像
解
明
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
駐
在

の
陸
軍
武
官
だ

っ
た
小
野
寺
信

が
東
欧

で
行

っ
た
諜
報
工
作
に

つ
い
て
、
米
軍
の
Ｓ
Ｓ
Ｕ

（
戦

略
諜
報
隊
）
が
情
報
収
集
能
力

を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
も

判
明
。
種

々
の
資
料
か
ら
戦
前

の
日
本
の
諜
報
工
作
が
、
米
英

な
ど
に
比

べ
、
著
し
く
劣

っ
て

い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を

つ

か
ん
だ
。

山
本
さ
ん
は

「
先
入
観

で
な

く
冷
徹
に
資
料
を
分
析
し
、
事

実
を
導
き
出
す
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
て
い
る
。


